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ー
漢字（万菓仮名を含む）、平仮名の
ことが、それぞれ、「をとこで」
（男手）ヽ「をんなで」（女手）
という
性別が明ホされる方法で呼び分
けられていた
平安時代において、仮名
文学作品、取り分け
女流文学
作品には、
字音語の使用量が
少ないことが一般に知られている。
ただし、
平安時代の日常語としては、
実際には
字音語の使用はか
なり進ん
でいたと思し
く、女流文学作品は、「
女性
の文章として、漢
注
1
語使
用が相当抑制される方向にあったと見なければな
らない。」
と
される。
『源氏物語』の「帯木」には、字音語を多用する賢女（博士の息女）
の詞が、
月ごろ
、
國賛叩
きに
触な
かねて、
薦競＇
の
閻賞を醐
U
て、
いと
即
たいめむ
ま
きによりなんえ対面だまはらぬ。目の
あたりならずとも、
さる
ヘからんざう事らはうけ給はらむ
（咎一・五八ペーシ）
と紹介された後に、そのエピソードも踏まえ
て、あらまほしき
女性
はじめに
『源氏物語』における字音語
ー紫Lの場合
ー
貴族について、
かた
さと
あ
あいぎやう
三史五経、道／＼しき方を、明らかに悟り
明かさんこそ愛敬な
おほやけわたくし
からめ、などかは
女と言はんからに、世にある事の
公私
に
なら
つけて、むげに知らずいたらずしもあらむ。
わざと習ひまねば
みヽ
め
じねん
ねど、すこしもかどあ む
人の
、耳にも目にもとまる事自然に
おほ
まむな
はし
か
多かるべし。
さるまヽには真名を走り書きて、さるまじきどち
ふみ
の女文になかば過ぎて書きすくめたる、あなうたて、この人の
み（
ここ）
たをやかならましかば と見えたり゜
心ちにはさしも思はざ
らめど、をのづか
らこはか＼しき声に読みなされなどしつヽ
ことさらびたり。
（巻一・五九ページ）
と述べる、座中の左馬頭の評からは、理解語彙とし の字音語の語簗量の少くなさと、表現語簗としての字音語の の使用抑制の強さという
が、当時の女性貴族の望ましさの実態として窮われるわ
けである。
そこで、本稿では、『源氏物語』正篇における、
女主人公であり、
光源氏によって理想的な女性として育て上げられた紫上が、字音語
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2「源氏物語』には、
紫上を
「仕手」
とする表現が、
九六箇所
（「若
紫」10ヽ「末摘花」
ー、「紅葉賀」3、「葵」ー、
「賢木」ー、「須磨」4、
「明石 4、 澪標」4、「
絵合」2、「松風」2、「薄雲」ー、「朝顔」
4、 少女 ー 菟塑 7 初音
」ー、「胡
蝶」
3、「蛍」2、「野
分」ー 「行幸」 、「真木柱」ー、
「梅枝」ー、「
藤裏葉」2、「若菜
上」12ヽ「若菜下 17 御法」
10)あり、そのうちの、次の二0箇所（◎
ー、
……で表す）には、
字音語が存する。
上こそ。
この、
寺にありし源氏り君こそおはし
たなれ。
など
注
4
見たまはぬ〈紫上
（若紫）
↓北山尼君〉（
「若紫」巻一・一八
一ページ）
（ほ）
き
似紺司よ。
なをし着たりつらむ
は、
いづら。
宮のおはするか
◎2 ◎1 
紫上と字音語ー紫上が「仕手」の場合
とどのように関わっているかを考察しようと思う。検討にあたっては、その語の構成要素として字音語を含む混種語も対象とし、ま 、紫上
が、会話、書簡、及び和歌等における表現主体（以下「仕手」と
呼ぶ）や理解主体
（以下
「受手」
と呼ぶ）となっていると思しい表
現箇所を取り扱うことにする。
なお、
用例の採集、
及び
引用に関しては、
柳井滋・室伏信助・大
朝雄一
・鈴木日出男・藤井貞和・今西祐一郎『新日本古典文学大系
源氏物語―S四」（岩波書店・一九九三S六年）を使用する。
◎10 ◎9 ◎8 ◎7 ◎6 ◎5 ◎4 ◎3 
〈紫上（若紫）
↓少納百乳母〉（「若紫」巻一・一八四ページ）
ね
少劉司がもとに寝む〈紫上（若紫）↓少納再乳母〉
（「若紫」
巻
一・一九四ページ）
な（
はべり）
儘やらふとて、
いぬ
きがこれをこぼち侍にければ、
つくろ
（はぺる）
ひ侍ぞ〈紫上（若紫）↓源氏〉（「紅葉賀」
巻一・ニ四七ペー
ジ）
をや
あさましく小止みなきころのけしきに、
いとゞ空さへ閉づる
（ここ）
かた
心ち
して、ながめやる方なくなむ
〈紫上↓源氏〉（「明石」
巻
―-•五三ページ）
つね
すぢ
あやしう、
常にかやうなる筋
のたまひつくる心のほどこそ、
なら
われな
がらうとましけれ。
ものに＜
みはいつ習ふべきにか
〈紫上↓源氏〉（「澪標」巻―-•-O五ページ）
（ゑ）
かた
内侍のかみこそは、らう／＼じくゆへ／＼し 方は人にまさ
すぢ
はな
り給へれ。
あさはかなる筋など、
もて離れ給へりける人の御
心を、
あやしくもありけるこ どもかな〈紫上↓源氏〉（「朝
頻」巻ニ・ニ七0ページ）花園の胡蝶をさへや下草に秋まつ虫は とく見るらむ〈紫上↓秋好中宮〉（「胡蝶」巻二•四0五ページ
_振ー
いとよくかきたる絵かな〈紫上↓源氏〉（「蛍
」巻
ニ・四四0
ページ）
み
心あさげなる人まね
どもは、
見る
にもかたはらいた＜こそ。
ふじはら
おも
うつほの藤原君のむすめこそ、
いと重りかにはか↑＼しき人














